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ご第４回ｌｉＥＥＩ本伝道会議ｊ・沖縄宣言ゲ
「２１世紀の日本を担う：歌会の伝道一和解吟福膏を對こ・！ｉＥ，・きる７・」

＜ 前 文 ＞

福 音 信 仰 に 立 つ 私 た ’ ち は 、 福 音 宜 教 の 推 進 と 諸 教 会 の ？ ｜ ； ｌ ！ 互 理 解 、 協 力 を 願 い な が ら 、 こ れ ま で 三 回 、 貝 本 福 音 同 盟 （ Ｊ‾ ご ’ ・ ’ ズ ’ ー 、 ・ ＿ し 二 こ ｀ ゛ 一 １ １ ： ． ＜ ‘ ご ＿ ー 上 ＝ ＿ ． ． 一 ● 之 Ｊ １ ● 二

ＥＡ）の主催によるＩＥ１本伝道会議を開いて會ました。ｊト１６ヅ４年、
基盤ｉとｔｊｔ湘・：理無ｌと伝道協力の必要性を確認ｌ。。、二百本にそめ理念を
た。１９８２年、再て：Ｊｔ京都で開いた第２回伝道会議では、伝３重は教会の主体的な業であると

ミ ● ミ ミ ●
いて、私ｙｉちは蜃ｌ嘸；信仰を

らか１ごしまし．
１！ｊボ特有の伝’

道課題を取りよげ、その対応や方策を探りました。１９９１年、那ヨ胴塩原における第３回伝道会議で、私たちは地方と世
界を同時に視野に収め、日本・アジア・世界という広がりの中で伝道に取り組むという婆勢を１１１：ｔし、丿１餐奢しようと決
意 レ ま し た 。 ・ ， 。 犬 丿 … … ＼ ユ ＝ ソ ・ ・ 。 ・ 。 ン ’ ニ り ー ・ ・
ヽ４去三甲り会磁参嶮ま，なヽここに私た？Ｅ：・・は，ニ屠の画帯，と峰力の奥を結ぷこ，ご，とを祈り聊４守しっフフ，ェｊ耳４の枠を卿え
て；Ｓ１行委旅会雀；７綿織占７！：，，第參回ｌｉｉｉ，；４；；伝璋会磁奄開催しました。世紀をまたぐ１甕衝な時を意瞰以茸世紀と私たちの
歩参を顧み，２１世４１１を１；展毎４４：μｆ弔辞，；５４ｊ（ミとの会磁９賞献４込・・り，・収１斐’‘ｉｚｉっこたこ，１１ｉｉｉ債ｔ’・ｌｌす。へ（＜
今回の会議が沖縄で開催ぎれたことに神の摂理を竟えます。私たちは沖縄ｌと集うことによ，り√沖郷芦・目）；！ｌｉ；Ｓ１１１ｊ＝との関-●Ｆ皿-一Ｗ ● ミ ● ● ’ レ ’ ● - ・ レ ＝ Ｗ 〃 - ゛ ミ ｗ - ｆ Ｗ ● - ’ ゛ - ミ ゛ - ● ● ・ ● ミ ’ レ ・ - レ - ● - ， ● ．

９ て ｖ こ Ｊ ヽ 弔 こ ． と を 屋 １ ， ｙ ヽ ヽ 寺 ヽ リ 不 ト 膏 と し ふ 痛 み の 歴 史 を 郷 吟 じ ， １ … … … ｌ る 聖

し ま し た ○ こ ． ｊ ， ィ ’ ニ ≒ ゛ ゜ - ． ｀ ’ … … … … ． バ プ ｀ ． ゛ ’ ‘

必 ｊ ４ 泳 を ； 担 ら 教 会 ， １ ） ４ １ 葦 道 ＋ ７ 和 解 α ？ 播 音 ｉ 共 に 生 き る 」 ム で す ． 「 和 解 の 福 音 」 ノ り ヽ う 表 現 は ，’ ： ’ ・ ‥ ｀ ４ ヽ ・ ， ｊ ‘ ’ ． ・ ． ． ． ， ． ． ． ｀ も ● ’ ． ・ ● ｉ ＿ ， - ， ， ． ＝ ． ． ｔ ＿ ● ● ， ． 二 ● ＿ ． ＿ ．ｌ ｉ ・ ● ミ で ｀ Ｉ Ｉ ’ ｀ ” ｌ ・
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、 キ リ メ ト に あ る 袖 と ゐ 和 解 と そ 瀬 ： ・ 、 ヽ を ４ １ １ 噛 - め 道 で あ ＆ ６ ｊ 信 仰 を 私 た ち は 堅 持 し な 泄 れ ぼ な り 家 業 私 ゛ ま た 分 断ト ノ ・ こ ゛ 、 ‥ ’ - ・ ヽ ご ブ ｀ ・ し ノ ご ・ 汁 ＿ ＿ ＿ ． ． ． ＿ し ． ＿ １ ・ ． ． 、 ． ． ＿ 、 - ＿ ・ ． ． 、 亀 ｒ ● ・ １ ．” ’ ケ 偏 ・ 一 ＝ ｗ ’ ・ ゛ ｗ ’ ‘ ｉ Ｊ - ７ ｀ ｊ ； ご ● ・ ． ７ ″ ｌ ｌ ’ ７ ・ ’ ミ ” ． - ・ ’ ｀ - - ク ー ’ ミ ． ミ - ｗ ミ ー - - - ． ・ ｗ ミ ミ ● Ｉ ●

と 争 い に 満 ち た 繊 巍 社 会 に お い 七 、 環 境 破 禰 め 危 機 に さ ら さ れ て い る ２ １ 世 紀 に お い て 、 「 神 万 と 入 」 と の 和 解 は 、 ｆ 人 と

．．Ａヽ 、』、Ｊ万４虹１こ酢Ｘう多様な騨鄙こ；；ｌ・ｌりても理解さ柘似１７れぱなりません．こうして私たちぱ’ｌ’・ｌ鯛剛；こ！：！-なり手とじて「祈
り」、ご和解の福音を１’：車・・嘸釦、和解・ｚ：・１痴、１４・をｊＴ生き；知才４！ｌｔ命老１中から、受けているといラｊ零ｋ` ｉｌ糞吽脚吟声・した．
．来るべき２リ稀伊；叫ヽ７・：：｀私参かｌ！；・！；や童瞼が和解の郷膏を宜ｒｔ伝和二号の福音粂夥柘牛き４参肺ｙ邨・会欝、１；そ
こに至る積み重ねの中で私たちに与えられた認識、悔い改め、癩い、祈り、決意を以下のように契約以寡言・として公
に い た し ま す ● ご ． ’ ｊ ’ ニ ン ’ ‘ ゜ ィ ． ｊ ’ ： ． ｊ ‘ ” ｌ ｀ ゜ ”

第一章和解の福音を共に確かめる
ｔノ神とめ和解

-

人間は、万物の創造主である唯一の神によって造られ、「良し」とされたにもかかわらず；罪めだめに神との関
破り、神１こ敵対ずるもの１ごな・らでしまいました。罪人となった。、１４、ｊｌは、義なる神め前に｀あ１づてｓ自ち罪を償い、゛押との
関係を回復するｙごと珈でき怒い状態にあります。しかし、鬘、ｌその大いなる愛のｌφえに、主イエス・キリストをこの
世に遣わざれ４・・ト字架上・・ｔｌ・ｚＳＳ費いと、死から・ｚ）復活によってご罪人を罪のなわめから解皿神との正ｌ．。・、｀ヽ闘倅を回
；１鯉：する道を万肺かれま’した。ｙこれはキリメトを信じ；５；ｆｌ仰此よって６み与えちれる「神との和解」で；霊感された柚めこ
と ぱ で あ る 聖 書 に 啓 示 さ れ て い る 主 題 で あ り 、 福 音 の 核 心 で す 。 ∧
この「和解の福音ｌ」は、゛罪ある人随が救いを得るための唯一の道です。それは父・子・御霊・ｌａる三位-体の神の一方

的な愛と恵みｌこよ吝もので、他に類のない１μｚｙです６私たちキリスト者は、神との正しい関係に入れられた者として、
神の栄光のために世に遣わされ、世に向かって神との和解の福音を宜・・ｔ伝え、世にあってこの福音に生きるｊｔとなりま
す 。 レ ょ ブ ’

２．人と・７）．和解 ｌ・ ． ミ 鞠● ． 、 、 ． ． 、 ～ ｊ 、
・、『人と人と内和月琴』．ば、当声榔１：ｌｉい砕峰りあって争いをやめることを｀茜‘いま・９１７；９１、：単ｌと争いをやめる．にと・９’ま．り、

相草・４：？ＩＳ嚇ほ幽牝れてＬ諌う万ｌのが現実マ・ｊ奥手．神の蜃ｔｌとＪ４ら’ｒ４：｀１１１軟されたキリ‘ス、り酋‘ｌｔ√御霊の尽１１１・ｉダにより．、りスト
の價：ｌこな｀らい√自らも雇ｆｊ者；｀と’さ’れました．そし七、・よカ的な愛によづて隣人とめ鵬い関係を改善すｊ５よう＼、っまた．、．さ・ ・ ・ ’ ． ” ？ ’ ‘ ‘ ｊ ． ・
ＩＥＩ、に積極的に隣人、との良り関保を：・７？くり、出す者とされてｌｒｙｌ！ミす。、▽、ｊ‥‥‥。、＜、一万Ｊ
この世におけｊ５、罪のもたｌらず人とＬ入。力関孫ばまどとｌと奎うべきもめ分ずが、４・リスト者式神の衆をもって「平和

をつくり出す者」 ’ として生き。るとき、家庭において、教会において、地城において、社会において、国象において、全
世界において、レすさんだ人と人との関係が改められ、「神のかたち」につくられた人間相互の交わ１）、；Ｑｓ実１！見します。

レ ’ ‥ ‥ ‥ ‥ ・ 。 ’ く ＼ ぐ ‘ ’ ニ ト

ま 。 方 物 め 和 解 ダ ： ‘ ト ゛ ／ ． ° ＜ １ ‥ ‥ ‥ ‥ ゛ プ ソ ‥ ‥ ‥ ン ∧ ＼● Φ ● ● ●
人間は、万物・ｚ）創造主である神によって地を治める神の代理者として創造ざれ、神から地の ‘ｉ魅を委ねられています。
しかし、神から離れた人間は、罪のために、神の意思に反し、神のために治めなければならない地をほｌ．いままに用い、
環境破壊、資源枯渇、地１１１温暖化などの問題を引き起こしました。２０世紀末の今や「地のうめき」・は、 ‘全地球的な規
畢 で 拡 が り ぐ 万 物 は ノ ｒ 神 の 子 ら り 現 れ Ｌ に よ る こ 軟 い を 待 ち 窒 ん で い ま す。 ） 尚 末 ご 卜 づ ‥ ‥ ‥ ‥
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神との関係を回復された斬リスノｂｊ！！１牒、レ本来・７；？神９代理ｊ１１` ｔ々４７１；Ｔ、今４そ、ｌｊｌ呻解放のためにヽ 政治ヽ 経済ヽ 教育ヽ
科学、その他あちゆる分贋Ｆにおいててフ寞の貧献をｔｊぶｌｊ卜く必郷があります。
ノ私たちはこの世にｊ、ｓいて柿ゐ賜物を十分此発１４１ｔン√４；１１１Ｌもれた僥命め迦行１と励み、：最終的に栄光のキリストの来臨に
より、全地にギリストの支配があまねく行きわたる神の国が到来することを待望します。。

第二章∧和解の福音を共に£ＩＥ．ぎる

こを正しく認餓す・５，ことカＳ必要です。

Ｓ●１

音 」
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， - ． ・ ・ - ・ - - 一 ｆ ’ ・ 甲 ７ ’ 甲 ゛ ゛ ● ｀ ゛ ● ゛ １ ｀ り ’ ″ ゛ ″ ゝ
・ 咎 ぼ 大 ぎ 守 加 東 ！ ， ゛ き ： ； ｌ ぐ き ｉ ｊ ｌ ｉ 海 苦 １ 雍 を 如

こ ゛ ‘ り ｔ ４ ・ ． ・ ． ヽ ・ ｆ ｙ ゛ 「 １ ・ ｀ ， Ｕ

づ 無 ！ 関 心 イ あ ャ 食 跨 こ 々 牽 と ： 告 考 １ Ｌ ， 勣 瞰 め ま す ．

所 で 祈 り 、 労 Ｔ し ま≒ ’．ｔ．・

ｗ ・‘ - ｊ １

こ の 時 に ’

；洲．１ 岑存知々｜多く吻ｊか１ ‘ ｉｉｉこにめ現実を知ａうとｌ：せず、・りしし゛ｙ………？・．ブ∧．７-．１１ｊ／-（゛；’、

戦 争 ． ・ を 面 争 を 生 み 出 し た 罪 ； 恣 ！ ご こ ４ の 私 た ・ ち の 無 知 や 無 関． 丿 、 「 ■ 丿 ● ・ 」 - 〃 ｊ ●
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私たちは．ｆこ四に」 ≒生き＼ています．じ直がりて、し「和解の福音」を籐じ、宜べ伝え √共に、１軋きる１ためには、．「この時」

１ 。 歴 史 笹 心 に 刻 む 者 と し て ゝ 。 。 ” ハ 、 。 ； ‘ ゛

私 た ち は 、 ２ ０ 世 紀 が 終 わ ろ う と す る 「 こ の 時 に 」 生 き て い ま す 。 ２ ０ 世 紀 は 二 度 の 世 界 大 戦 、 植 民 地 紛 争 、 人 種 間 の
皿、イデオ・￥一に、ｌｆｉ２璋【酋め冷戦、ｔｌ、どｉ：蛉立と戦争め世紀ぞｔｙと。。-特にこの１ｏ年間は、キ乙リ友・ト教を噫む宗教に

関外、６烏涙ｉＳ１１瀬峰が漁ｔ１１・し、参り）ｉ扁が生まれました：。私たちｌ＆愈１媛１分ある神此背舎、神との交わニりを失ぅた結果、

自己中心Ｅな！（、｜尚１ ’ら！ｚ）利益のだめに：ｉい此争弓ｊと ’ぢに＆りｊ（した。こめような現実を幽必謝とするとき、ぃ「和解の福
心＼フ；＼。、／；・、１ｉ・。み５．４１１１４’ｉＪ∧ｔ＿ぃＴ、い¬／’゙ ／ｉ゙ ‾゙’` ‘〃「゙ ‾‾ｗ～ｆ、’ｙ二ミｌノｙ９、、ｙ・～’́-・／’●` Ｓ／ｌｊ７ＳＱ°●自ｌｌ゙ ／１１・ｊｌ？- - 。 - - - 。 。 ・ - ｗ - - - - ／ - ｇ ● Ｊ ｕ 乃 Ｑ ・ Ｍ - ｒ 閤 四 ７ ’ ● ｊ ｉ ・ ・ Ｃ ● １ ９ 贋 Ｖ ノ 頂

を ｊ 実 噛 ｔ ま す 。 二 ぃ リ グ ノ ∧ ノ ｌ ← ｌ ’ バ ム ー ニ ＾ フ ト く 二 。 ダ ＋ ７ ら ゛ ダ ‘

雨 Ｉ ・ 縄 ７ 吻 勧 ゝ ； ｔ ・ ｌ ｊ ｙ １ １ と ｌ と に よ っ １ ・ ， 私 だ ・ ・ ｌ ， ｌ ｊ ： 沖 血 の 歴 史 １ こ 触 れ ， 和 解 の 福 音 を １ 謬 ｌ く 理 加 ず る £ 多 に な り ま し た 。
心 太 ・ ｌ 魯 - ● - ● ● ， ｔ ， ・ - - ＝ ‘ - ゛ Ｊ 一 ’ 一 一 ‘ ‘ - -

ｗ・’ｗｗ-Ｆ-・ｆｗ’¶゙ ・ｗｌｌ・’ｆ●ｌ’゙ Ｉ肖Ｍ●晶●●ｒｉ` ●”Ｓ゙ ｉ-ＪＩＴＺ’●●Ｓ／●Ｓ゙ あ７蜘Ｓ／μ・・Ｏ
沖 縄 は 薩 摩 藩 σ ？ 偉 略 に 始 ま り ， 明 治 政 府 の 「 ’ １ ９ 味 処 分 」 に よ っ て 天 皇 制 の 帝 国 Ｅ １ 本 に 併 合 ・ き 如 重 し た ． 太 平 蝉 戦 争 に お
ｌ，ヽそ杜１ヨ＊全土りＩＳ４ｙｉ支繊と４１ｈ，，戦後妨囃和４１６幽ｉｉｉ蜃仙客託ｉ§ｉ１１？６１１をこじ・ｔｊ・ｊｉ４め？軍政測と置かれ七きましブ１ｆ。ぺ１９７２
４１（ｊ自１１＊ど匍４繊細吻ｉき，湊７ｉｊ菟こもの＆），＼今４ネ練丿瞼基地，ｚｉｓ・ｉ，ｉ嗚が押縄に命中七゛で・・・４ヽ・１ぐそのため沖縄め人４め生
ヒｉ，ｆｔ．Ｊ゙ 」しａ．ｙｉｙｌ．．二ｉＡ，び１こ，ＴＬ１．１１７し４：-；．こヤ．ここ：．てニ＿ｉ．．．ぃｌｙフニフ≒４りＴ’ノー‾’７‾”゙ -ミｆｗ７・１″！７１゙ ノーり` ！` ｙ゙́ ’ｓ` ７０卜

るだけでばありません。
＼ 二 ” こ こ ぶ ” ‾ “ ゛ ７ ゛ ゛ ｀ 、 ″ Ｉ ″ ４ ｀ - ｀ ・ ？ ７ こ ・ ・ ｀ ・ ・ ｖ ｌ ㎞ ７ 「 - ｆ ｆ ベ ー フ ９ ９ 八 - ソ ち り 飛 輝 ’ Ｖ 扉 ｌ

、 ５ ヽ づ ； ； 、 ご 帝 国 日 ぐ ＊ １ を 丿 ジ ア １ １ ４ に 駆 ・ り 雀 て ｊ ９ １ １ が 、 ４ ； 加 を 金 ｊ ｔ て 私 た も め 参 く め 署 の 中 に 、
１ ． ． ＿ 二 、 ご ’ ‘ ＿ ｀ - し ｀ 丿 ＿ ヘ ‘ ＝ ミ ‾ ’ ニ Ｔ 二 ７ へ ｙ ‾ ” フ フ． - ｀ １ し ？ ｆ ｉ ダ ｉ ｓ - ？ ？ ゛ ｆ ‾ - ｗ ’ ｌ ・ ¶ ｆ ● ｓ ｀ ’ ノ ゛ 〃 ９

し て 現 れ て い ま す． ４ １ Ｓ Ｉ ほ い ら も ４ １ ！ ｌ ｉ 吻 苦 悩 祗 ｉ ； 蜘 感 十 る 力 を 奪 １ ゝ 敵 １ ， 相 互 の 関 係 を
ム＜＞ｊノ‥’；・”：‘・４・ミ：’．∧フニ………………゛万゛‘レ：にヽシ，４’ヽｉ゛１’・．二

私たちは、沖縄をはじめ、ｌヨ本各地にある諸問題やアジアの問題と向き合っていかなければなりません。また；より
日常的な家庭、教会、：ｌｔ！１域社会という場にある、無関心や対立の現実にも目を向ける必要があります。私たちは、身近
な問題においても、利己的な繁栄を求め、他者との関わりを無柵してこなカ吻ｉｌビ飼葉：誉が１求１！り！１；、れ＝１１１すＥ・二ぃ

ｙ ＆ 、 - 、 歴 史 、 を 形 成 す る 者 と し て っ づ ご 、 ‥ ‥ ‥ 、 ∧ 、 、 、 ∧● ｀ ・ ● ● ６ -
Ｊ’私たち２１；１；；ヅ旨だ過去に学、：ｇだけではなく、ｊ未来に’向かって歴史を形成する者としての使命が与えられ’ｔ７ｊいます。
＼私たちが果たすべき第¬・ｚ：）｛Ｓ１１命は和解の福音を宜が伝えることです。宍戦１９１・や粉争、責１意と憎悪、種々の悪と犯罪はみ
Ｊ７：以ィ神に敵対した人１１１１のｉ罪が生み出したものです。△したがって、私たちは神に背き√玲と廳欠対する人阻に対してヽ「神
の和解を１・１受け入れなＩＳいｊ、と勧めます。福音の宜教だけが、新しい世紀に平ｊｌｉロをもｙｌ＝；・、ＩＳ・Ｆこニとができるものであると私
た ち 出 職 信 し ま す 。 丿 ； ｙ ＼ ｀ ’ ’ ‘ 、 、 ｒ 、 ７ 。 ／ ｊ
神１こよりて赦され勿ｊｌｆｉだけが、ノ丿赦された者として互いに赦し合うことが可能になり≒ますｏン平和４ｒつくる私たちは、歴
史において神のみこころの実現を目指します。もちろん、平和は、私たち・７；）努力：た！｀けによって達成できるものではあり
ません４聖書は、・神のみこころの最終的な成就である終末に向かって、この世界の悪は増；！；：していくと教えＴＣいます。
、！：はいえ、悪を：・；吹置してよいはずはなく、終末において完成する救いを先取りし、経験した者として、私たちは、神の
義と愛を実現するために労していきます。その労苦こそ、神による救いのすばらしさを証しするものであり、主にあっ-．‥--、--、--・・-ゞ ｙ≒●・・Ｓ陶ｙ／’Ｑダり７・゛ゝ胴／７ゝエ１●’ｓｇ／‾・♂
て 空 し く 終 わ る こ と は な い と 確 信 し ま す ． 、 プ レ ・ １
ごり世界吽対ｙて郡解９福芦を寧べ！林ｌヽ、この世界にあって和琴９慨音を隼きゑためには、１弘弗ちがｒキリストのか

らだ」としで¬つと・ｌｊ；る必要．．あります．過去における無関心、．；１１１１１１を義、ねだみご敵対心を晦い改め、互いに赦し合
・・ヽ、．雌-・１七と４こｊｉｈｊｊｊ；卜どが素ｌｊ帥祠？に如・、ｊ８ｊｉす．μｔ仙＝ごノこφ＝・・・・ぬぞト‾・半４４雌μ昶４１７りど一を武丿蛙糾・
形 成 す る 営 み の 台 と な る 、 ！ ｉ 癒 信 し ま す ． - ゛ 二 ゛ ． ｉ ＼ ． ・〃 １ ¬ ． ・ ご ～ ” ． ｌ ． ‘ ● ｊ ● ・ ● ●
こ の よ う ｉ ｌ Ｑ ！ 収 ち は 幣 会 ９ 一 体 性 を ｉ ９ ４ 繊 認 し ヽ 早 め 世 界 に 神 め 々 ・ 二 こ ろ を 実 現 す る 巡 め ｌ と ヽ ぴ と り び と り 遣 わ さ れ た

● く 、 ● ｔ ’ ４ ・ ″ ・ ゜
第 三 章 和 解 め 福 音 を 共 に 生 き る ー こ の 所 で ‥ ‥ ‥ ｀
私たちが和解の福音を共に生貪るのは、家庭、教会、地域社、会といった具体的な生活の場で１¬．洞時に、それは日本

全体ヽ世芦・拿体到
● Ｊ ｊ ； 、 ・ ・ ・ ． ● ● 、 ’ ゛ ｀ ’ ゛ ＆ ． ｀ ゜

１．ヶ、家庭におい七丿丿＼‥‥‥‥‥、 ∧ 一＼．………、１、７ｊくと二丿＼………、ヽ二（゛ ∧ ソヘヘ……＝４、
神のかたちに造られた私たｉｌ、は、孤独に生きるものセはなく、家庭において家族４：共に生きるも、Ｚ）とされています．
しかし人間の罪は、愛し合い、共に生きるべき家族関係を破壊しています．夫婦間の不和、不倫、離婚、幼児虐待、家
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庭内暴力、未成年ｊＳ｀ｇ）非行などに見られるように、家庭が安息の場ではなく苦しみに満ちたところとなっています。家
庭 が 和 齢 み 痙 舎 必 よ っ ｔ ヽ 再 生 。 さ れ る 必 要 を 痛 感 し ま す 。 。 グ 犬
家 庭 に ； お け ４ 和 解 は 、 ・ 白 ６ ぷ 夫 や 妻 ど し て 、 親 や 子 と し て≒ ● Ｑ こ 、 ． ． ・ ● Ｊ

．ｓＶ｀四●ミ●●ヤ●・／’Ｗ’●●●ｆ・’ｒ●-ゝ●ｉｄ’１ＳｆＶ-／’ＱＩＩＳ．ＳＩダ｀-ゝ・・Ｕ｀●・●Ｓ●-Ｗ・ゝ

、 ！ ＝ が 七 舎 ｊ ６ よ り 細 こ よ り 繊 再 ・ 、 仕 え 合 り こ と か ら 始 ま り ま す 。

兄や弟、姉や妹としてＪ豊かな人間関係の中で生きるこ
自らの問題と寞剣に取り組んでいくとき、同じ悩みを持

つ人々との交わりが生まれます；教会は交わりと分かち合いやカウンセリシグめ場を提供することによって、また聖書
的轟廳幽提ホするどｌｊと７よっ・（・ご家庭の再生をｊｌわげるｊととができるよこうに主毒鴎る成長が必要です。クリスチャ
ン・永-ム此神め平和が実現じ、教会が家庭の問題で苦しむ人々の重荷を受け。１ピめられるように成長したとき、伝道も● ４ 。 、 ゛ ・ ． ｔ ｓ
前 進 す る ： と １ 劃 露 し 萱 す 。 。 ‘ ’ ジ ケ フ ＼ ’ 二ｊ ● １ ・ ● ÷ ● ● ｀’ これま丈ｓ家族伝道は必ずｔも成功しませんでした。私たちは、「罪を赦された不完全な人間である」ことを認め、そ

邨ぞれ芦）家族をあ４がままに受容し愛し統け、和解参誓者として用いられることを願いま・寸７．家族における一人の救い
は、家族共同体め軟い；§１：・’吋飽にすることを確信し、忍耐をもって祈り続けます。

２ ． 教 会 に お い て
キリ戈トの牧いにあずかった私たちは、愛をもって仕え合う共同体を形成します。。この教会堆、三位一体・１）神を証し
し、キリストの福音を明らかにするもので、憎悪や差別、対立や紛争によって損なわれた社会に対して、和解の共同体７ ■ ●
と し で 仕 え て い き ま す 。 ・ 。 ・ 犬 く ＜１ ● ｒ １ （
ｌ．、かしながら、・このｉ・１り；；つりて？ｔ）反省ずぺ命ことがあります。教会内の対立や分裂は、福音の真珪べの熱心さのゆえ

ぱかり、では式１：万く√画の蜘さめ現れでこもありました。私たちは、分離すること-ｔ！自ら、ｙ）信念を保とうとし、本質的でない
こ２：：；６ｓも、べの参１；着・や、ご異なｊる４えｊ方４ど対する過剰な警戒心によって、交わり舎損なってき・ました。私たちはとのことを
悔い改め、血書を土苔とず４敏会のー款を求めていきます。ずでに各地域にｉｉ、ヽ・ｃは、力虻送伝道、協力伝道、市民クリ
スフス、牧師命ｉ朝祷会、、災害における相互の助りＴ合いなど、̶致め動きがあ ‘り、今後さらにニー致の実現に向けて励み
ま す 。 … … … ゛ △ ィ ノ ‥ 。● ● ａ ÷
今田こ皿蓼の働きに対するｉｌｌ１解の違いが、交わりに亀裂を生じさせ、互いを傷つけ七ぎたことは悲しむべき現１ 「 ● ・ １ 」 ゛ ゛ 。 、 ｒ Ｉ ￥

実です。私たちはそれぞれめ相違を認めつつ、主にある交わムり差向復するために努力し七いきます。犬（
。教会の不一ｌｃは、教団、数派、教会間だけ吻はなく、しばしば地域教会め中にもあり゛まｉ．。た。教会員同士、ｉ数職者同
・１、：ｉｌｌ肖眺者’とフ教会員、男性善良と女性会員、年長者と若年者、６ｓｔヽに仕え合うことにより、和解の福音の豊かぎを証し

し 七 い き ま ず 。 ＼ ／ ＼ 丿 ∧ … … ・ 。 ・ ・ ＼ ‘ 白 … …
教会の一一１１；：性は、教会と超教派諸団体との間、ま

；議席を捨て、互いに４１１得でき・るノレー・・ルを設定：し、痍極的４臨力Ｓ
ずる伝３萱１、ノメデぬ’伝道、社会正義実現のため４：、禰ｌｊ舎ミ４ｊびスご
成丿幸１以１４教泗ヒめ如廸などに向けて励ぷま毎レダ・

求められます。覇１１鎖性や他を願みない
甘徊じま今Ｔい私た・！１，ｉｉ↓各φ齢眉１と対
づく￥校教‘ｉ軸’、ｊ敦癩者め養成、・僧徒の育

また、多くの犠牲を払って｜ヨ本で働く宜教師と日本の教会・キリスト者との間にも、主にある一致を深めていきます。
日本の伝道は宣教師の働きによって開かれてきました。この歴史的恩恵に感謝するとともに、日本が依然として「宜教
：ｌｔ！ｌ．」●であぃるこ、と、、奇１戈戈ｙ゙ 私たち１・；１：１毎ｉ外からの：ＩＩ：ｌ教師と共に労するこ、と童喜びとします○。’、●●●１● 中 １ ・ ・ １ ゝ ｊ
過ｉ堡ｌｉｙ）伝道会鵬においても確認されたよう‘に、私た・らば公同の教会を意識し、アジアと世界の教会との交わりを深めｒ い ｊ 「 ｋ ●
てきました。しかし、グローバル化の進むこ四こあって、私たちぱそれぞれの独自性を保ちつつも、ごれまで以上
に世界の諸教会や宜教団体と共に考え、祈り、協力することが求められていることを自覚します。

３ ／ 地 域 社 会 に お い て ニ し ‥ 犬 ‥

づ私たｆｌＥ１・：は√地鱗社令に獅ヽて和解の憚音を共に鼻きること！こＪ；？て、｛ｉｉ道剛勤きが進むものと憤り庫す。第２回の伝
道会鵬で、日本ｉとおける福音め文皿と１、ヽう課題が提朱されましたが、この如こ：おけｌる今日までの私たぢのＥＩ１１解と努力
。が不十分であ９たことを認めます。地域こそ、第一・り伝道の場であり、地域社会、！ｚｉｚ：：４ｓＳお！７が希ｉであるこ。をは、伝道
１ととうて負の要因であること・を心に留め、ｊｉｉｌ域社会とｊｉ雀との関わり１より` ｉ櫨的、：、１哨ｆ的ｌとと・ョＥ、え直ｌ．ンｌｌｌす；＜゛ → 、 - ● ¶
少ＦモＨｌｓと万高齢化カ哺ｔ、・２１世紀の日本において、商齢者の必要に応えるた。めめ働きか教会に求められ・！ごいます。また

知的、身体的、精神的ノヽン・戸Ｕｒ１ャッ少を負４た人ぶが４望をもらて生房々舎こ各社会＆：ｓ爾艇＆）た如こ働くことも必要で。
す。さらに羞別に苦しむ人々ｉホームレス、在日外国人など社会的ハンデイ＝１１‘・ヤタプを負った人々の霊的、物質的必要
が満たざれる’タヒ１１：、ｌども、ｉ婁な・働ぎがあるはず・ｔ・す。扱会σ）ｊ規植によらこ玖ｊ；ｉｉ！１城社会が抱；ｔ．ている間廸、例えば４未成
年者の琳４邱辱輝、二公営ギャンブｊ、・レ施杖の敢置、旱俗環境〃：？悪化、着ｙヽ親たちの子育て？郷み、ｊ家族を、カル、トに奪われた
苦 し み な ど に 敏 感 に な り 、 そ の 分 野 七 地 域 に 仕 え る と と も 私 た ち の 課 題 で す 。 ＼ ＼ ：

¶ ● ● ４ ●・

４ ． 日 本 に お い て ∧ ｊ ＼ ＼ 、 … …
バ私たちは主にあって日本を愛するゆえに、この社会ｌこ存在する諸問題に関心を抱き心ここに神の義と愛が実現される
ことを求めていきます。
私たちの主イエスｔ寺リストは「平和の君」であり、聖書の提示する和解の福音は、平和の福音を意味し、私たちが・ ● ●
平和を求ぬることを勧｀めています。それに対し、日本人の「和」は、均一性を求めるために、差別社会を生み出してき
ました。したがって、私たちが差別された人々の苦しみを思い、共に生きることは、日本人の「和」に内在する差別の

-３-
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病巣をあぱき、こ改革していくことになります．私たちは沖縄の人々の苦しみを知ること’によ９て、他者の犠牲の上に成
り立つ安定ではなく、づ戦争母根絶による平和の実現を求める祈りに導かれています．．さま．ざまなりンディ寺ヤップを負
った人々を支末奇ことが、富や繁栄りみを追い求めてきた日本社会のあり方を根本皿笞曇ことになり、競争や差別を
助 長 す る よ う な 軟 育 制 度 の あ こ り 方 を 間 う こ と に も な り ま す． 丿 ‘ ゛ ‘ ｙ イ ． ゜ ‘ ・ ← ． ‥ ． ． “
また私たちは、万蓼皇制」に根ざした日１本という国の在り方を根本から問い直すこことが、．２１世紀の日本り教会に与え
られ穴こ課題であ・ると自覚し、ミ日、本ｆ）職：治やｉｌ済が抱える賭問題・ために＝伊ｆり、‥それぞれ信仰者のｊ哉沁４こ徒・＝、で行動し嘆
す．さらに私たちは、国旗国歌法案の強行・１１ＳＩ決や教育現場における日の丸・君が代の強制√・「昭和の！りに法案の１是岬や
内閣１朗Ｉ！木臣の「天皇を；中心とした神の国」発言に見られるような新しい国寥主義や台頭を警戒しｙ厚和実舜？ために‘
積 極 的 な 努 力 を 積 み 車 ね て １ ノ フ ヽ き 寓 す ． ゛ ● ● 寸 ｆ ゛ ： ” ゝ ● ●
私たちは日本に生かされている、キリスト者としＴＣ、敦１ｌｉ、・経済、教育、芸術、福祉、医療、科学ヽ技術、坤寧通信な
どとたえまなく関わっていくことが求められています．キリス・ト軟世ｊｌ、観があら・ゆる惧咳で具現され、’社会全体に影響
を与え．ていくことが、伝道とともに求められていることを信じます．

５ ● 世 界 に ； ｉ ｌ Ｓ い で 、 ・ Ｊ Ｊ ■ ． べ ‘ ． ’ ｌ ’ ｉ ・ ． ・ ゜ｒ ● か ふ
私たちは、世界宜教の使命を負っています．「豊かな社会」と‥「貧ｌ；ン１、ヽ社会ＪＩと二分された世界り中に、１４億人以上

の人々が絶望的な貧困雌あえｌ／ヽ１；゛います．また１冨音に接するこ、とのない地域に住む人々は、２０数億人とも言｀われていゝ ・ ． や ・
ます．郡たちは貧困と未伝単声が比較的アジアに集中している原実を認識し、・そのた；ュめに；１１ｆり、郷きかけます．＼■ ｌ ｉ ● ■
ま た 私 た ち は 世 界 各 地 に 宜 教 師 を 派 遣 し て ！ ，還 ・ １ - 。 ・

本人なら可能なこと／もｉ艶）聾ます。

！ｉＥ；派遣・していく責任を痛感１．。；Ｓｉす。欧米の宜教師戈・は働くとと刈困難な地鱗Ｔ７？！）、日
鬘師の受ｒ！入れを殖む国々４こ対し七。・６、λ国可能な教師や技；１・細で医療関｛畢者など¶ を ｊ １ ゝ ４ ゝ

を 参 艮 遣 し 、 生 活 の 場 に お け る 実 質 的 な 宜 教 を 図 り ま す ○ 、 ｊ ｌ ● ● ・ ゜ ． ｀ ’ ゜ 、 ‘Φ ≒ ｉ ●
私たちは、和解の福音を共に生きるために、飢餓や災害などで苦しむ人．々に対ずる緊急援助ど自立を支援する働きを

こ推進します．、１また、・→紛争に苦しむ人々や抑圧された少数民族の人権をｒ擁護し、盲め；る国と貧．しい国¢）格差をなくＴすこと゛ ４ - ● Ｓ 、 ・ ・ 、 ｌ ． ・ ゛ ｉ １ １ ７ ” 、
が私たちに求め！１・；ｉ’ｌｊｔいま・ｊ７１１１１、ｙヒｊち昧、国ＩＳｇｌｉＳＩ治や経済に獅ヽて神の羞と愛；＆桁なわれ岑、よう：１斤る？醐‘任ととも！こ、そ
のよｊな分野で働ぷ．人材を育てｉ．送り、出・１１サセ匯・缶、も負っているこ、とを確擲ｉ１じ１す．万レプ、ｙ．・丿ｊ
１Ｊ！１城社会、戸４：、レ嘩嘩社会雌、和解の福音を共に生き、６二とに糾ヽて、相互に深く関わっＴＣいま’す．例冬ば、＼幽際的
な飢餓の掬題にｉ会が取り組むに当たって、地域の人々にも呼びがけていくなら、地城ゐ取り組ぶ９、、！ｆ．なり、二そめ積み重
轟縦ノ１ョ本社会¶、を変えて；ぼくガともなります．教会が負ｌ域社会において神の義と愛の実現する真の共同体となる式ｉ：ち、そ

- ・ ぷ ・ 曝 埠 丿 啄 希 償 １ ． え 、 』 ヨ 本 を 郷 私 岡 嘩 社 会 を ・ ｂ 奪 羊 す ４ 却 と な 、 弔
- - 皿 - - ＝ ｀ 「 ●
ｉ！ｉ！・；１ヒｉｌ、ｊり鮮１蝉１磐目妻４１１１ｊけｙるときが事華は１１・ルて帯観マ
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